　　　　　あきらさんの学級では、【Ａ】「宮沢賢治」の伝記を読んで、【Ｂ】話し合いをもちました。二つの文章をよく読んで、あとの問いに答えましょう。　　
　


一　あきらさんの学級の話し合いの   　ア　    　イ　　    ウ   には何があてはまりますか。伝記の文中から書きぬきましょう。　（ヒント）「書きぬく」とは文章の中の言葉をそのまま変えずに使って書くことです。
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二　あきらさんの学級の話し合いで、賢治の生き方をどう思うかという話題になりました。あなたの考えを次の条件に合わせて書きましょう。
  　　条件１「幸せ」という言葉を入れて書きましょう。
　　　条件２　八十字以上百字以内で書きましょう。（最初の一ますは、あけなくてよろしい。）
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伝記の筆者は、賢治の気持ちが強く表れていると言っているね。





そう、　　ア　 　 を願い続けた賢治の思いはすばらしいね。





理想を追って生きていた賢治だけれど、生きている間は、あまり有名じゃなかったんだね。





確かにそうだね、地方の名もない


   イ    だったんだね。





でも、賢治はすごいよね。だれも


が　　　　ウ　　世界を求めた独自の文学を作り出したんだものね。　　








一八九六年（明治二十九年）、岩手県に生まれた賢治は、この�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ち),地)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いき),域)�を次々におそう�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さいがい),災害)�のために農作物がとれず、たいへんな苦しみを味わう農民を見て育った。「雨ニモマケズ」の詩には農民の幸せを願い続けた賢治の気持ちが強く表れている。        


 　賢治は農民たちのために働いた。一日じゅう村から村へと走り回って、農業に必要な科学�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ち),知)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しき),識)�や土の改良法などをくわしく教えた。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),過)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ろう),労)�から病気でふせってからも、自分の理想である人間も動物も自然も心を通わせて生きることの意味を書いた詩や童話をつくったり、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(たず),訪)�ねてくる農民があれば、熱心に相談にのったりした。


しかし、病には勝てず、一九三三年（昭和八年）、ついに帰らぬ人となった。三十七�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さい),歳)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わか),若)�さであった。賢治の一生は短かった。生きている間は、地方の名もない詩人であり、童話作家であり、農業�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(し),指)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(どう),導)�家であった。それが、今や、日本で名前を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ち),知)�らない人はいないくらい有名である。                                    


毎年、賢治の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),故)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょう),郷)�では、賢治の命日である九月二十一日に「賢治祭」がもよおされる。賢治がつくった詩の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ろう),朗)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(どく),読)�や歌の合唱やかがり火を囲んで賢治について語る�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ざ),座)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だん),談)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かい),会)�がくり広げられる。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(う),宇)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちゅう),宙)�にある�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すべ),全)�てのものが仲間になることを願い、だれもが幸せになれる世界を求めた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(どく),独)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じ),自)�の文学を作り出した賢治。その詩や童話は、宇宙にかがやく小さな星となって、私たちの心の中に生き続けていくにちがいない。　











【Ａ】「宮沢賢治」の伝記
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【Ｂ】　あきらさんの学級の話し合いの様子
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